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１１．．ははじじめめにに  

通常学級注1）における特別支援教育を効果的に実

践すべく，特別支援教育コーディネーターをはじめ

とする教員の地道な努力が求められている。その内

容として「連携」がある。ここでは，教員の連携の

ための技能あるいは要領が問われる。「附属学校特

別支援教育連携専門委員会」（以下，本委員会と記

す）では，これを「連携スキル」と称して求め，そ

の伸長に資する研修プログラムの開発をめざして

いる。このために教育現場の連携事例を収集し，そ

の中で発揮されている連携のスキルを探索してい

る。 

この中で，授業参観者が当該授業の方法や対象幼

児児童生徒の様子について，授業者とともに共同検

討するという営みがあった。例えば，特別支援教育

コーディネーターが授業参観をし，事後に授業方法

や個別の支援方法について授業者と協議をすると

いうごく一般的な事例１），心理検査の知見の活用方

法についての解説を交えた事例や個別の指導計画

の導入を促進する事例２）などである。 

そもそも，このような授業参観と事後の共同検討

は，学校においては一般的に普及している授業研究

法であり，そこでの教員の意識として「建設的に意

見しやすい雰囲気作りと授業観察の視点の設定が

重要である」という３）。この指摘は，通常学級にお 

 

ける授業を対象として，特別支援教育の視点を交え

た事後の共同検討を実施する際にも参考になる。ま

た，そのための具体的な方法が開発されれば，通常

学級における特別支援教育を効果的に実践するこ

とに貢献するだろう。 

このような展望に基づき，本稿では，特別支援教

育の視点を交えた授業参観と事後の共同検討とし

て実践的に開発された「授業マイニング」について，

報告する。「授業マイニング」との呼称は，「授業の

中から有益な知見を発掘する」という趣旨を表し，

実践中に実施者が便宜的に使用されたものである。 

また，実践報告と併せて，「授業マイニング」に

ついて連携スキルとしての意義を検討し，その伸長

に資する研修プログラムの構想を提案するもので

ある。 

なお，本稿の執筆及び公開に際しては，関係者の

許諾を得た。その上で，事例の記述においては，匿

名性を担保するために，趣意を損ねない程度に，記

述内容の一部を改変または不明記とした。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

注１）本稿を含む一連の研究の標題及び本文では慣例として「通

常の学級」を「通常学級」と表記している。そもそも「通常学

級」は公用語ではなく，特別支援学級との対比から「通常の学

級」と通称されたものが短縮されたものにすぎない。 

ま
た
，
生
徒
Ｆ
さ
ん
（
3
年
・
女
子
）
は
，
毎
日
の
作
業
学
習
に
対
す
る
見
通
し
を
も
ち
，
自
分
か
ら
進
ん
で
授
業
前
に
目
標
を
書
い
た
り
，
黒
板
に
書

い
て
あ
る
自
身
の
作
業
分
担
の
準
備
を
し
た
り
す
る
様
子
や
，
作
業
中
に
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
し
，
担
当
す
る
行
程
が
終
わ
っ
た
ら
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

 

そ
の
様
子
か
ら
，「
職
業
生
活
に
必
要
な
習
慣
に
つ
い
て
知
り
，
実
行
す
る
」
姿
，「
職
業
生
活
に
必
要
な
体
力
を
身
に
付
け
る
」
姿
が
あ
る
こ
と
を
解
釈

し
た
。

 

【
意
思
表

現
】
 

高
等
部
；「
自
分
の
思
い
や
考
え

を
伝
え
る
こ
と
や
，
必
要
な
支

援
を
求
め
る
」
 

高
等
部
・
作
業
学
習
，
手
織
り
班
の
活
動
を
挙
げ
る
。
手
織
り
班
で
は
，
織
り
機
で
の
織
り
作
業
が
中
心
と
な
る
。
織
る
前
段
階
の
準
備
で
あ
る
経
糸
張

り
や
緯
糸
の
糸
巻
準
備
，
織
り
機
で
の
織
り
布
作
り
，
織
っ
た
布
を
加
工
す
る
製
品
作
り
等
個
々
が
自
分
の
役
割
を
担
っ
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大

き
く
は
織
り
機
を
使
っ
た
織
り
作
業
と
織
る
た
め
の
準
備
と
な
る
糸
巻
作
業
の
二
つ
が
あ
る
。
織
り
機
を
使
っ
た
織
り
作
業
は
一
人
ず
つ
織
り
機
に
向
か
う

個
人
作
業
に
な
る
。
そ
の
た
め
，
必
要
に
応
じ
て
報
告
や
相
談
，
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
，
活
動
の
停
滞
に
つ
な
が
る
。
例
え
ば
，
年
度
初
め
の
慣
れ
な
い
段

階
で
，
各
々
の
生
徒
は
，
ど
の
よ
う
に
報
告
や
依
頼
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
様
子
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
，「
依
頼
の
仕
方
カ
ー
ド
」
や
困
っ
た
時

の
「
報
告
カ
ー
ド
」
を
織
り
機
に
貼
っ
た
。
特
に
，
織
が
進
ん
で
く
る
，
あ
る
一
定
の
と
こ
ろ
で
は
，
巻
き
取
り
が
必
要
と
な
る
。
巻
き
取
り
は
教
員
の
作

業
と
な
っ
て
い
る
た
め
，「
巻
き
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巻
き
取
り
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
補
助
カ
ー
ド
を
織
り
機
に
付

け
，
そ
れ
を
目
印
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
生
徒
は
自
信
を
も
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
，
ま
た
表
出
の
難
し
い
生
徒
で
あ
っ

て
も
声
を
出
し
，
伝
え
よ
う
と
す
る
様
子
が
見
ら
れ
，
確
実
な
作
業
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ま
た
，
想
定
外
の
織
り
機
の
不
具
合
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
，
自
分
か
ら
「
先
生
，
助
け
て
下
さ
い
」
と
困
り
を
伝
え
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

 

そ
の
様
子
か
ら
，「
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
る
こ
と
や
，
必
要
な
支
援
を
求
め
る
」
姿
が
あ
る
こ
と
を
解
釈
し
た
。

 

【
金
銭
】

 
高
等
部
；「
働
く
こ
と
と
給
料
，

生
活
の
中
の
お
金
の
使
い
方
に

つ
い
て
理
解
す
る
」
 

高
等
部
・
作
業
学
習
，
単
元
名
「
附
特
ベ
ン
チ
を
作
ろ
う
～
７
月
ガ
ン
フ
工
房
販
売
会
で
販
売
し
よ
う
～
」
に
お
け
る
内
容
を
挙
げ
る
。
授
業
で
作
っ
た

製
品
を
販
売
し
，
売
上
金
の
計
算
を
し
た
り
，
給
料
を
貰
い
金
銭
出
納
帳
の
計
算
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
，「
働
く
こ
と
と
給
料
」
に
つ
い
て
の
学

習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
給
料
と
は
，
便
宜
的
か
つ
模
擬
的
な
も
の
で
あ
り
，
売
上
金
を
個
人
で
分
担
し
て
管
理
を
す
る
こ
と
を
学
習
活
動
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
，
製
品
販
売
会
後
の
作
業
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
称
す
る
打
ち
上
げ
で
は
，
作
業
学
習
で
得
た
給
料
を
使
っ
て
市
内
の
施
設
で
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
事
後
学
習
で
，
Ｇ
さ
ん
（
３
年
・
女
）
は
，
金
銭
出
納
帳
の
計
算
を
行
っ
た
。
金
銭
出
納
帳
に
は
，
今
ま
で
得
た
給
料
の
金
額

と
，
今
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
支
払
っ
た
お
金
を
計
算
し
，
残
金
を
算
出
し
た
。
そ
の
際
，「
（
残
金
が
減
っ
た
の
で
）
ま
た
，
働
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。

 

 
 
そ
の
様
子
か
ら
，「
働
く
こ
と
と
給
料
，
生
活
の
中
の
お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
」
姿
が
あ
る
こ
と
を
解
釈
し
た
。

 

（令和２年３月４日受理）
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２２．．事事例例のの概概要要  

Ａ高等学校では，比較的小規模で実業科を有する。

大部分の生徒が学習面及び適応面で苦戦していた。

この背景には，生徒及びその家庭の困窮状態が察せ

られた。困窮の要因には，生徒自身の発達状況や家

庭の経済状況などがあるようだった。 
特別支援教育コーディネーターのＢ教諭を窓口

として，第一筆者と教職大学院生（特別支援学校教

諭である現職院生，特別支援教育コーディネーター

の業務に関する実習の一環として同行した）が，年

４回の定期的な訪問を実施し，その都度，授業参観

と事後の共同検討を実施した。訪問日における日課

を，表１に示した。これは，Ｂ教諭の呼びかけによ

って，Ａ高等学校の教員複数名が任意で参加し，４

～23 名の参加を得た。参加者には，管理職や養護

教諭が含まれることもあった。また，最終回は，校

内研修会として開催された。 
表表１１  訪訪問問日日ににおおけけるる日日課課  

時間帯 内容 備考 

8：40～

9：05 
Ｂ教諭との打ち合わせ 

当日の授業内容，授業参観の

視点の検討を行う。 

午前 

・授業参観（１～３校時） 

・参観者相互の打ち合わ

せ(４校時) 

打ち合わせでは，授業マイニ

ングを実施し，授業研究会に

おける共同検討の視点を検

討する。 

午後 

・授業参観(５校時) 

・Ｂ教諭との打ち合わせ

(６校時) 

打ち合わせでは，授業研究会

の進行方法，内容を検討す

る。 

16：00～

17：00 

授業研究会(事後の共同

検討) 

Ｂ教諭が進行し，参加者の発

言に即して，第一筆者が授業

マイニングの結果について

フィードバックし，協議す

る。 

 
授業参観の視点は，Ａ高等学校教員の授業づくり

におけるニーズに即して設定された。そこでは，Ｂ

教諭が同僚から聴取した，素朴で率直な教員のつぶ

やきに注目された。ここには，授業づくりにおける

切迫した悩みが反映されていると解釈された。 

例えば，生徒実態を評する「学習内容の理解や日

常の指示理解に関して，何度同じことを言ってもわ

からないことが多いようだ」「学習への取り組みに

関して，実技教科はよいのだが座学はよくないこと

が多い」というつぶやきであった。 

前者は，生徒の学習適応を規定する要因として，

生徒実態を想定し，学習内容や教員の意図が生徒に

伝わりにくいことにまつわるジレンマを反映して

いた。授業参観者は，「聴覚情報の理解や記憶に弱

さがある生徒に対して，教員が聴覚情報によって伝

えようとしている状況」と解釈した。そこで，生徒

の認知特性に応じた教員の伝達行為がなされる必

要性と具体的内容について，授業研究会においてフ

ィードバックすることを構想した。 

後者は，生徒の学習適応を規定する要因として，

授業科目の特色を想定し，学習態度が整いにくい事

にまつわるジレンマを反映していた。授業者は，「担

当する授業科目によって異なる生徒実態があり，教

科担任の悩みや困りの状況が一様ではなく，授業の

共同検討という営みが共有されにくい状況」と解釈

した。そこで，実技教科において有効かつ汎用可能

な授業方法に着目する必要性と具体的内容につい

て，授業研究会においてフィードバックすることを

構想した。 

いずれの例も，生徒の学習適応の改善を，生徒実

態や授業科目の特色よりも，授業方法に求めようと

するものであり，授業の共同検討を促進することを

意図したものである。以下では，これら二つのテー

マを取り扱った授業マイニングの事例を報告する。 

 

３３．．  認認知知特特性性へへのの着着目目をを意意図図ししたた事事例例  

本事例では，授業マイニングによって，授業者

をはじめとするＡ高等学校教員に対して，生徒の

認知特性への着目を促進することをめざした。 

そのために，授業参観者は，生徒の特徴的な言

動について抽出し，その発現の機序について，生

徒の認知特性との関連からの解釈を試みた。併せ

て，認知特性に応じた支援が奏功しているエピソ

ードを抽出し，授業方法に工夫の余地や価値があ

ることを示した。 

具体的には，授業参観者２名が複数の同一授業

を参観し，その後に参観者相互の打ち合わせにお

いて，各々の参観メモを作成し，一内容を一枚の

カードに書きだした。これについて概念的なまと

まりを整理し一覧した。これを表２に示した。 
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 表２ 授業参観記録のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２
．．
事事
例例
のの
概概
要要
  

Ａ
高
等
学
校
で
は
，比

較
的
小
規
模
で
実
業
科
を
有
す
る
。

大
部
分
の
生
徒
が
学
習
面
及
び
適
応
面
で
苦
戦
し
て
い
た
。

こ
の
背
景
に
は
，生

徒
及
び
そ
の
家
庭
の
困
窮
状
態
が
察
せ

ら
れ
た
。
困
窮
の
要
因
に
は
，
生
徒
自
身
の
発
達
状
況
や
家

庭
の
経
済
状
況
な
ど
が
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。

 
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｂ
教
諭
を
窓
口

と
し
て
，
第
一
筆
者
と
教
職
大
学
院
生
（
特
別
支
援
学
校
教

諭
で
あ
る
現
職
院
生
，特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
業
務
に
関
す
る
実
習
の
一
環
と
し
て
同
行
し
た
）
が
，
年

４
回
の
定
期
的
な
訪
問
を
実
施
し
，
そ
の
都
度
，
授
業
参
観

と
事
後
の
共
同
検
討
を
実
施
し
た
。訪

問
日
に
お
け
る
日
課

を
，
表
１
に
示
し
た
。
こ
れ
は
，
Ｂ
教
諭
の
呼
び
か
け
に
よ

っ
て
，
Ａ
高
等
学
校
の
教
員
複
数
名
が
任
意
で
参
加
し
，
４

～
23

名
の
参
加
を
得
た
。
参
加
者
に
は
，
管
理
職
や
養
護

教
諭
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
，
最
終
回
は
，
校

内
研
修
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

 
表表
１１
  
訪訪
問問
日日
にに
おお
けけ
るる
日日
課課
  

時
間
帯
 

内
容
 

備
考
 

8：
40～

9：
05 

Ｂ
教
諭
と
の
打
ち
合
わ
せ
 

当
日
の
授
業
内
容
，
授
業
参
観
の

視
点
の
検
討
を
行
う
。
 

午
前
 

・
授
業
参
観
（
１
～
３
校
時
） 

・
参
観
者
相
互
の
打
ち
合
わ

せ
(４
校
時
) 

打
ち
合
わ
せ
で
は
，
授
業
マ
イ
ニ

ン
グ
を
実
施
し
，
授
業
研
究
会
に

お
け
る
共
同
検
討
の
視
点
を
検

討
す
る
。
 

午
後
 

・
授
業
参
観
(５
校
時
) 

・
Ｂ
教
諭
と
の
打
ち
合
わ
せ

(６
校
時
) 

打
ち
合
わ
せ
で
は
，
授
業
研
究
会

の
進
行
方
法
，
内
容
を
検
討
す

る
。
 

16：
00～

17：
00 

授
業
研
究
会
(事
後
の
共
同

検
討
) 

Ｂ
教
諭
が
進
行
し
，
参
加
者
の
発

言
に
即
し
て
，
第
一
筆
者
が
授
業

マ
イ
ニ
ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
，
協
議
す

る
。
 

 
授
業
参
観
の
視
点
は
，Ａ

高
等
学
校
教
員
の
授
業
づ
く
り

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
設
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
，
Ｂ

教
諭
が
同
僚
か
ら
聴
取
し
た
，素

朴
で
率
直
な
教
員
の
つ
ぶ

や
き
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
，
授
業
づ
く
り
に
お
け
る

切
迫
し
た
悩
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
た
。
 

例
え
ば
，
生
徒
実
態
を
評
す
る
「
学
習
内
容
の
理
解
や
日

常
の
指
示
理
解
に
関
し
て
，何

度
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
」「

学
習
へ
の
取
り
組
み
に

関
し
て
，実

技
教
科
は
よ
い
の
だ
が
座
学
は
よ
く
な
い
こ
と

が
多
い
」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
で
あ
っ
た
。
 

前
者
は
，
生
徒
の
学
習
適
応
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
，

生
徒
実
態
を
想
定
し
，学

習
内
容
や
教
員
の
意
図
が
生
徒
に

伝
わ
り
に
く
い
こ
と
に
ま
つ
わ
る
ジ
レ
ン
マ
を
反
映
し
て

い
た
。
授
業
参
観
者
は
，「

聴
覚
情
報
の
理
解
や
記
憶
に
弱

さ
が
あ
る
生
徒
に
対
し
て
，教

員
が
聴
覚
情
報
に
よ
っ
て
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
」
と
解
釈
し
た
。
そ
こ
で
，
生
徒

の
認
知
特
性
に
応
じ
た
教
員
の
伝
達
行
為
が
な
さ
れ
る
必

要
性
と
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
，授

業
研
究
会
に
お
い
て
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
。
 

後
者
は
，
生
徒
の
学
習
適
応
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
，

授
業
科
目
の
特
色
を
想
定
し
，学

習
態
度
が
整
い
に
く
い
事

に
ま
つ
わ
る
ジ
レ
ン
マ
を
反
映
し
て
い
た
。授

業
者
は
，「
担

当
す
る
授
業
科
目
に
よ
っ
て
異
な
る
生
徒
実
態
が
あ
り
，教

科
担
任
の
悩
み
や
困
り
の
状
況
が
一
様
で
は
な
く
，授

業
の

共
同
検
討
と
い
う
営
み
が
共
有
さ
れ
に
く
い
状
況
」と

解
釈

し
た
。
そ
こ
で
，
実
技
教
科
に
お
い
て
有
効
か
つ
汎
用
可
能

な
授
業
方
法
に
着
目
す
る
必
要
性
と
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
，授

業
研
究
会
に
お
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
を

構
想
し
た
。
 

い
ず
れ
の
例
も
，
生
徒
の
学
習
適
応
の
改
善
を
，
生
徒
実

態
や
授
業
科
目
の
特
色
よ
り
も
，授

業
方
法
に
求
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
，授

業
の
共
同
検
討
を
促
進
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
，
こ
れ
ら
二
つ
の
テ
ー

マ
を
取
り
扱
っ
た
授
業
マ
イ
ニ
ン
グ
の
事
例
を
報
告
す
る
。 

 

３３
．．
  認認
知知
特特
性性
へへ
のの
着着
目目
をを
意意
図図
しし
たた
事事
例例
  

本
事
例
で
は
，
授
業
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
，
授
業
者

を
は
じ
め
と
す
る
Ａ
高
等
学
校
教
員
に
対
し
て
，
生
徒
の

認
知
特
性
へ
の
着
目
を
促
進
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
 

そ
の
た
め
に
，
授
業
参
観
者
は
，
生
徒
の
特
徴
的
な
言

動
に
つ
い
て
抽
出
し
，
そ
の
発
現
の
機
序
に
つ
い
て
，
生

徒
の
認
知
特
性
と
の
関
連
か
ら
の
解
釈
を
試
み
た
。
併
せ

て
，
認
知
特
性
に
応
じ
た
支
援
が
奏
功
し
て
い
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
抽
出
し
，
授
業
方
法
に
工
夫
の
余
地
や
価
値
が
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
 

具
体
的
に
は
，
授
業
参
観
者
２
名
が
複
数
の
同
一
授
業

を
参
観
し
，
そ
の
後
に
参
観
者
相
互
の
打
ち
合
わ
せ
に
お

い
て
，
各
々
の
参
観
メ
モ
を
作
成
し
，
一
内
容
を
一
枚
の

カ
ー
ド
に
書
き
だ
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
概
念
的
な
ま
と

ま
り
を
整
理
し
一
覧
し
た
。
こ
れ
を
表
２
に
示
し
た
。
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ここでは，参観メモとして記された内容につい

て，生徒の特徴的な言動を記述した「エピソード」

と，教員の対応内容を記述した「手立て」に分類

した。その上で，「生徒の姿」として分類した。こ

れは生徒の認知特性と身体･運動上の特性を分類

項目とした。なお，生徒の認知特性は，当初個人

に着目して観察され検討されたが，Ａ高等学校に

おいては，他の生徒に共通する事項が多く，学習

者集団の傾向としても理解することができた。 

例えば，「生徒が教員の指示に注目していない

様子が見られた」というエピソードがあり，これ

に対して講じられていた「手立て」として，「教員

に注意が向きやすいように，授業の導入では，教

員と生徒の一定のパターン的なやりとりを習慣

としておく。（例：英語の授業における導入）」や

「教員の指示に注意が向きやすいように，視覚情

報を提示する。その際，それが目に止まりやすい

ように強調したり，余分な視覚情報は統制したり

する」があった。これらは，認知特性としての「注

意の向きにくさ」に起因し，それに応じた手立て

がなされたことで，適切に中が喚起された場面を

紹介するものであった。授業研究会では，このよ

うな成功事例の提示の意義として，進行役のＢ教

諭から，教員の日常で無意識あるいは無意図的に

実施している有効な手立てを，意識化し，相互参

照しつつ意図的に用いるようになることが強調

された。 

 

４４．．  授授業業方方法法へへのの着着目目をを意意図図ししたた事事例例  

本事例では，授業マイニングによって，授業者

をはじめとするＡ高等学校教員に対して，授業方

法への着目を促進することをめざした。 

そのために，授業参観者は，実技教科における

有効な授業方法について抽出し，その発現の機序

について，生徒の認知特性との関連からの解釈を

試みた。併せて，認知特性に応じた支援が奏功し

ているエピソードを抽出し，授業方法に工夫の余

地や価値があることを示した。 

具体的には，授業参観者２名が実技教科を選定

し，複数の同一授業を参観し，その後に参観者相

互の打ち合わせにおいて，各々の参観メモを作成

し，一内容を一枚のカードに書きだした。これに

ついて概念的なまとまりを整理した。ここでは，

分類項目の一つ目として「実技教科の良さ」をま

とめた。これを表３に示した。ここには，「取り組

んだ結果（成否）が即時，明確に自己に伝わる。

(即時的評価，フィードバック）」「取り組むべき内

容が明確に伝わる。（目標の明示）」などが挙げら

れた。これらをもって，座学の教科においても実

現できればよいという汎用的な発想を提起した。 

表表３３  実実技技教教科科のの良良ささ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その上で，参観メモとして記された内容につい

て，実技教科の良さを実現するための手立てとし

て，「支援の三観点」を用いて分類した。支援の三

観点とは，「コト（活動の内容とその展開）」「モノ

（道具や場の設定）」「ヒト（伝達と共感）」であり，

支援方法を分類整理し分析的に把握するための

便宜的な観点である注２）。 

「コト（活動の内容とその展開）」として分類さ

れた内容を表４に示した。これには，「何をするの

か，だれとするのか，どこでするのかなどの活動 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

注２）「支援の三観点」の内容は，そもそも知的障害教育の授業

研究において，支援の手立てを検討するために，伝統的に用い

られてきた４）。これを踏襲し形式を整え汎用的にアレンジした

ものである５）。コト・モノ･ヒトによって分類された支援の手

立ては，教育目標の実現のために，相互作用をもって有機的･

相補的に機能しすると考えられる。 
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の実施要領の明示が必要」「活動の展開として，前

時の既習事項の確認，本時の学習内容の提示，演

習と実施，まとめ・確認と次回内容への発展と接

続の予告が有効」などが挙げられた。 

「モノ（道具や場の設定）」として分類された内

容を表５に示した。これには，「教員が，生徒の活

動を一覧できる位置に立つ。死角ができないよう

な位置取りをする必要がある」「調理の板書「〇：

〇〇分まで」「〇〇検定」はテーマ性，目当ての明

示であり，見通しにつながる」などが挙げられた。 

「ヒト（伝達と共感）」として分類された内容を

表６に示した。これには，「個々の学習状況の随時

の評価と事中の対処があると良いのではないか。」

「支援員による生徒に対する注意喚起の方法（介

入方法）のレパートリーが必要（居眠りをしてい

る生徒を起こす方法；立たせる，励ます，学習内

容への注意の再定位を促す）。」などが挙げられた。 

授業研究会では，上記内容についての報告をも

とに，参会者で小グループを編成し，各教員が自

身の授業方法を想起し，交流し支援の三観点と対

照しあるワークショップが展開され，相互に授業

方法を学びあった。 

表表４４  ココトトにによよるる分分類類  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

表表５５  モモノノにによよるる分分類類  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

表表６６  ヒヒトトにによよるる分分類類  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

ここでは，参観メモとして記された内容につい

て，生徒の特徴的な言動を記述した「エピソード」

と，教員の対応内容を記述した「手立て」に分類

した。その上で，「生徒の姿」として分類した。こ

れは生徒の認知特性と身体･運動上の特性を分類

項目とした。なお，生徒の認知特性は，当初個人

に着目して観察され検討されたが，Ａ高等学校に

おいては，他の生徒に共通する事項が多く，学習

者集団の傾向としても理解することができた。 

例えば，「生徒が教員の指示に注目していない

様子が見られた」というエピソードがあり，これ

に対して講じられていた「手立て」として，「教員

に注意が向きやすいように，授業の導入では，教

員と生徒の一定のパターン的なやりとりを習慣

としておく。（例：英語の授業における導入）」や

「教員の指示に注意が向きやすいように，視覚情

報を提示する。その際，それが目に止まりやすい

ように強調したり，余分な視覚情報は統制したり

する」があった。これらは，認知特性としての「注

意の向きにくさ」に起因し，それに応じた手立て

がなされたことで，適切に中が喚起された場面を

紹介するものであった。授業研究会では，このよ

うな成功事例の提示の意義として，進行役のＢ教

諭から，教員の日常で無意識あるいは無意図的に

実施している有効な手立てを，意識化し，相互参

照しつつ意図的に用いるようになることが強調

された。 

 

４４．．  授授業業方方法法へへのの着着目目をを意意図図ししたた事事例例  

本事例では，授業マイニングによって，授業者

をはじめとするＡ高等学校教員に対して，授業方

法への着目を促進することをめざした。 

そのために，授業参観者は，実技教科における

有効な授業方法について抽出し，その発現の機序

について，生徒の認知特性との関連からの解釈を

試みた。併せて，認知特性に応じた支援が奏功し

ているエピソードを抽出し，授業方法に工夫の余

地や価値があることを示した。 

具体的には，授業参観者２名が実技教科を選定

し，複数の同一授業を参観し，その後に参観者相

互の打ち合わせにおいて，各々の参観メモを作成

し，一内容を一枚のカードに書きだした。これに

ついて概念的なまとまりを整理した。ここでは，

分類項目の一つ目として「実技教科の良さ」をま

とめた。これを表３に示した。ここには，「取り組

んだ結果（成否）が即時，明確に自己に伝わる。

(即時的評価，フィードバック）」「取り組むべき内

容が明確に伝わる。（目標の明示）」などが挙げら

れた。これらをもって，座学の教科においても実

現できればよいという汎用的な発想を提起した。 

表表３３  実実技技教教科科のの良良ささ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その上で，参観メモとして記された内容につい

て，実技教科の良さを実現するための手立てとし

て，「支援の三観点」を用いて分類した。支援の三

観点とは，「コト（活動の内容とその展開）」「モノ

（道具や場の設定）」「ヒト（伝達と共感）」であり，

支援方法を分類整理し分析的に把握するための

便宜的な観点である注２）。 

「コト（活動の内容とその展開）」として分類さ

れた内容を表４に示した。これには，「何をするの

か，だれとするのか，どこでするのかなどの活動 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

注２）「支援の三観点」の内容は，そもそも知的障害教育の授業

研究において，支援の手立てを検討するために，伝統的に用い

られてきた４）。これを踏襲し形式を整え汎用的にアレンジした

ものである５）。コト・モノ･ヒトによって分類された支援の手

立ては，教育目標の実現のために，相互作用をもって有機的･

相補的に機能しすると考えられる。 
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５５．．  連連携携ススキキルルととししててのの検検討討  

授業マイニングを用いた一連の取り組みでは，

対象授業とその授業者へのフィードバックに留

まらず，むしろ，Ａ高等学校の教員に汎用，浸透

する内容が追求された。これは，授業及びそこで

展開される特別な支援を要する生徒への対応が，

包括的で日常的な取り組みとすることが目指さ

れたためであった。 

そこでは，教員の日常的な授業の営みにおい

て自助，共助の糸口があるとの前提で，授業マイ

ニングが実施された。これに本委員会が提起し

た連携スキル６）を対照させるならば，授業参観及

び事後の共同検討までの一連の取り組み中には，

「コンサルテーション」「ファシリテーション」「カ

ウンセリング」「アセスメント」などが含まれる。

今後は，研修内容としての「一連の目的的な連携の

営み」として，授業マイニングの実施要領を明確す

ることが求められる。 
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